
 

 

  

 

 

2026 年 7月 31 日 

各 位  

株式会社北洋銀行 

 

 

ほくよう生物多様性プロジェクトの一環として 

「北海道生物多様性カード（第三弾）」を作成しました 
 

北洋銀行(頭取 津山 博恒)は、北海道・札幌市・公益財団法人北海道環境財団（以下、北海道環境 

財団）と締結した「北海道の生物多様性に係る覚書」に基づき、2023 年 4 月から道内の生物多様性地域 

戦略の推進を目的とするほくよう生物多様性プロジェクトに取り組んでいます。プロジェクトの活動資金は、

「SDGs（生物多様性）私募債」の寄付金により創出されています。 

 

この度、本プロジェクトの一環として「北海道生物多様性カード」の第三弾「北海道の淡水魚シリーズ」を

作成しました。このカードは北海道にゆかりの深い動植物の生態を学ぶことを目的として、2026 年 8 月から

道内の博物館など 9施設で配布されます。詳細は別添チラシのとおりです。 

 

当行は今後も、皆さまとともに北海道の生物多様性保全に向けた取組みを支援してまいります。 

 

 
【一部カードのご紹介】 
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北海道
生物多様性カード

（第三弾「北海道の淡水魚シリーズ」）

HOKKAIDO
Biodiversity Card

実施主体

ほくよう生物多様性プロジェクトとは？

北海道生物多様性カードについて

私たちが住む北海道では、近年の気候変動により動植物の生息・生育
環境が大きく変化しつつあるほか、開発などで人の活動域と野生動物
の生息域が近接し、あつれきが生じるなど多くの課題を抱えています。
これらの生物多様性保全に係る課題に取り組むため、北洋銀行、北海
道、札幌市、北海道環境財団では「ほくよう生物多様性プロジェクト」に
取り組んでいます。

このカードは、北海道にゆかりの深い動植物の生態を学ぶことを目的
に作成しています。今回は、「北海道の淡水魚」に焦点をあて作成しま
した。

ほくよう生物多様性プロジェクト

生物多様性カードの特徴

公益財団法人北海道環境財団
hokku＠heco-spc.or.jp

＊表面に写真を表示し、裏面には各種情報を掲載！
＊一般的なトレーディングカードとほぼ同じ大きさ！
＊支える（られる）ポイントで生きもの同士の関わりを学べます！
＊遡上タイプを表記（注２）
＊アイヌ語名を表記（注３）

お問い合わせ先

Photo by Yoshiyasu Machida

202６年８月より
道内博物館など９カ所
で順次配布開始！

魚種 配布施設

ダウリアチョウザメ 標津サーモン科学館（標津町）

イトウ 北の大地の水族館（山の水族館）（北見市）

オショロコマ 札幌市豊平川さけ科学館（札幌市）

シシャモ サケのふるさと千歳水族館（千歳市）

ニホンウナギ AOAO SAPPORO（札幌市）

エゾホトケドジョウ 美幌博物館（美幌町）

カンキョウカジカ
北海道大学総合博物館 水産科学館（函館市）

黒松内町ブナセンター（黒松内町）

エゾトミヨ おたる水族館（小樽市）

※配布方法は各施設の決めた方法によります。

（注１）アイヌ語以外の内容について、美幌博物館 学芸員 町田善康様に監修をいただいています。
（注２）遡上タイプは、前川・後藤著「川魚たちの歴史」（1982）を参照しています。
（注３）アイヌ語名については、国立アイヌ民族博物館の「アイヌと自然デジタル図鑑」を参照して

います。種によって、地域等により、様々な呼称が存在する場合があり、また、種固有の呼
称が存在しない種もありますので、一例として掲載しています。

全8種類！道内の博物館などを回ってカードを集めよう！



ダウリアチョウザメ イトウ

オショロコマ シシャモ

ニホンウナギ エゾホトケドジョウ

カンキョウカジカ エゾトミヨ

◎カードの配布施設は、表面の表をご参照ください。
◎配布開始日や配布方法は、各施設により異なります
◎カードはそれぞれ2400枚配布します。なくなり次第、配布終了となります。

カード配布について

カード（第三弾）のご紹介 ※第一弾、第二弾の内容は表面右上のバーコードからホームページをご覧ください。



2025 年度「SDGs（生物多様性）私募債」発行企業一覧 

（企業名の公表に応諾いただいたお客さまのみ） 
 

 

敬称略・私募債の発行日順 

発行企業名 代表者 

株式会社札幌第一金属 中村 光定 

株式会社エジソンブレイン 渡邊 拓也 
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